
孟

光

故

事

の

變

容

-

白
居
易

の
妻
と
北
條
政
子
I
l
-

桐

島

薫

子

は
じ
め
に

後
漢

の
隱
者
梁
鴻

の
妻
孟
光
は
、
生
涯
夫
の
隱
遁
生
活
を
支
え
た
賢
婦
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
行
跡
は

「荊
釵
布
裙
」

「擧
案
齊
眉
」
「椎
髻
布
衣
」
の
成
語
と

な

っ
て
傅
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
か
、
嘗
て
筆
者
は
、
中
國
の
中
晩
唐
期
に
士

大
夫
に
よ

っ
て

「孟
光
」
と
稱
贊
さ

れ
た
女
性
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
貴
族
瓧
會
か

ら
科
擧
出
身
者
の
臺
頭
す
る
瓧
會

へ
の
移
行
期
に
、
實
際
に
は
隱
者
で
な
い
夫
に

嫁
し
、
公
的
に
は
夫
の
貴
門
門
閥
參

入

へ
の
橋
渡
し
と
な
り
、
私
的
に
は
官
界
の

毀
譽
褒
貶
の
中
で
挫
折
す
る
夫
を
精
祚
的
に
支
え
た
、
い
わ
ば
唐
代
の
新
し
い
タ

イ
プ
の
孟
光
た
ち
で
あ

っ
た
と
し
、
代
表
的
な
例
と
し
て
白
居
易
、
元
槇
な
ど

の

妻
を
擧
げ
た
。
ま
た
、
彼
女
た
ち
が
誕
生
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
當
時
貴
門
大
族

の
間
で
、
孟
光
故
事
を
典
型
的
歡
材
と
し
た
清
貧
の
女
子
激
育
が
行
わ
れ
て
い
た

ハエ
リ

の
で
は
な

い
か
、
と
も
論
じ
た
。

一
方
、
日
本
で
も

「荊
妻
」
「荊
室
」
と
い
っ
た
熟
語
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
孟
光
故
事
は
い
つ
頃
日
本

に
入
り
定
着
し
た
の
か
に

つ
い
て
、
そ
の
後
、

調
査

・
分
析
を
試
み
た
所
、
孟
光
、
或
い
は
そ
れ
に
關
連
し
た
引
用
例
は
、
『
源

氏
物
語
』
『唐
物
語
』
『蒙
求
和
歌
』
『
承
久
記
』
『
十
訓
抄
』
に
あ
る
こ
と
、
孟
光

故
事
は
罕
安
中
期
に
は
全
く
注
目
さ
れ
ず
、
甼
安
末
に
引
用
さ
れ
た
例
も
日
本
的

孟
光
故
事

の
變
容

趣
向
に
よ
り
變
質
し
た
も
の
で
し
か
な
か

っ
た
の
に
、
鎌
倉
期
に
な
る
と
俄
に
脚

光
を
浴
ひ
て
理
想
の
妻
像
・武
家
肚
會
の
歡
訓
的
故
事
と
し
て
引
用
さ
れ
、
そ
の

中
に
は
、
源
頼
朝
が
、
貴
族
瓧
會
か
ら
武
家
肚
會
の
移
行
期
に
潤
滑
油
的
役
割
を

果
た
し
た
妻
北
條
政
子
の
比
喩
と
し
て
用
い
た
と
さ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
、
な
ど

が
到

っ
た
。
そ
し
て
鎌
倉
期
の
孟
光
故
事
引
用
妝
況
は
中
唐
期
の
そ
れ
と
類
似
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

ま
た
、
管
見
に
よ
る
と
、
日
本
に
於
け
る
孟
光
故
事
の
傳
承
に
つ
い
て
、
日
本

文
學
方
面
の
研
究
で
は

『蒙
求
』
と

『
後
漢
書
』
の
み
が
重
覗
さ
れ
、
『
白
氏
文

集
』
の
影
響
に
關
す
る
考
察
が
缺
落
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
遺
漏
を
補

う
と
同
故
事
の
傳
承
過
程
は
、
太
田
次
男
氏
の
述
べ
る
、
諷
論
詩
の
根
本
精
神
は

卒
安
時
代
の
攝
關
政
治
下
で
は
概
ね
適
宜
は
ぐ
ら
か
さ
れ
武
家
の
世
に
な
る
と
、

ハ
 
け

ま
と
も
に
顧
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
と
い
う
説
の
具
體
的
な

一
例
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
に
至

っ
た
。
以
上
、
本
稿
は
、
中
國
と
日
本
の
孟
光

故
事
引
用
例
を
比
較
す
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が

っ
た
兩
國
の
類
似
性
と
、
そ
の
背

景
に
つ
い
て
考
察
し
た

一
試
論
て
あ
る
。

唐
代
以
前
の
引
用
傾
向

唐
代
の
孟
光
故
事
引
用
例
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
唐
代
以
前
の
引
用
状
況
を

一
匕



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
三
集

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
先
ず
、
孟
光
傳
記
の
原
話
と
も
い
う
べ
き
南
朝
宋

の
范
嘩
著

『
後
漢
書
』
「逸
民
傳
」
梁
鴻
傳
に
日
く
、

梁
鴻
字
伯
鸞
、
扶
風
卒
陵
入
也
。

同
縣
孟
氏
有
女
。
駄
肥
醜
而
黒
、
力
舉

石
臼
。
擇
樹
不
嫁
、
至
年
三
十
。
父
母
問
其
故
。
女
日
、
欲
得
賢
如
梁
伯
鸞

者
。
鴻
聞
而
聘
之
。
女
求
作
布
衣
廐
履
、
織
作
筐
緝
績
之
具
、
及
嫁
始
以
裝

飾
入
門
。
七
日
而
鴻
不
荅
。
妻

乃
跪
牀
下
請
日
、
竊
聞
夫
子
高
義
、
簡
斥
數

婦
。
妾
亦
偃
蹇
數
夫
矣
。
今

而
見
擇
、
敢
不
請
罪
。
鴻

日
、
吾
欲
裘
褐
之

人
、
可
與
倶
隱
深
山
者
爾
。
今

乃
衣
綺
縞
傅
粉
墨
。
豈
鴻
所
願
哉
。
妻
日
以

觀
夫
子
之
志
耳
。
妾
自
有
隱

居
之
服
。
乃
更
爲
椎
髻
著
布
衣
。
操
作
而
前
、

鵺
大
喜
日
此
眞
梁
鴻
妻
也
。
能
奉
我
矣
。
字
之
日
徳
曜
。
名
孟
光
。

乃
共

入
覇
陵
山
中
、
以
耕
織
爲
業
、
詠
詩
書
彈
琴
以
自
娯
、
仰
慕
前
世
高
士
、
而

爲
四
皓
以
來
二
十
四
人
作
頌
。

爲
人
賃
舂
、
毎
歸
妻
爲
具
食
、
不
敢
於
鴻

前
仰
覗
、
擧
案
齊
眉
。

梁
鴻
、
字
は
伯
鸞
、
扶
風
の
罕
陵
の
人
な
り
、

同
縣
の
孟
氏
に
女
有
り
。

状
肥
え
醜
く
し
て
黒
く
、
力

は
石
臼
を
舉
ぐ
。
獨
を
擇
ん
で
嫁
せ
ず
、
年
三

十
に
至
る
。
父
母
其
の
故
を

問
う
。
女
目
く
、
「賢
な
る
こ
と
梁
伯
鸞
が
如

く
な
る
者
を
得
ん
と
欲
す
」

と
。
鴻
聞
い
て
之
を
聘
す
。
女
求
め
て
布
衣
・

廐
履

・
織
作
の
筥

・
緝
績
の
具
を
作
る
。
嫁
す
る
に
及
ん
で
、
始
め
は
裝
飾

を
以
て
門
に
入
る
。
七
日
た

つ
も
鴻
荅
え
ず
。
妻
乃
ち
牀
下
に
跪
い
て
諳
い

て
日
く

「竊
か
に
夫
子
の
高
義
あ

っ
て
、
數
婦
を
簡
斥
す
と
聞
く
。
妾
も
亦

た
數
夫
を
偃
蹇
す
。
今
に
し
て
擇
ば
る
。
敢
え
て
罪
を
請
わ
ざ
ら
ん
や
」
と
。

鴻
日
く

「吾
、
裘
褐
の
人
の
與
に
倶
に
深
山
に
隱
る
ぺ
き
者
を
欲
す
る
の

な
ん
し

み
。
今
、
乃
、
綺
縞
を
衣
て
粉
墨
を
傅
け
た
り
。
豈
に
鴻
が
願
う
所
な
ら
ん

も
と

や
」
と
。
妻
日
く

「以
て
夫
子

の
志
を
觀
る
の
み
。
妾
自
よ
り
隱
居
の
服
有

り
」
と
。
乃
ち
更

へ
て
椎
髻
を
爲
し
布
衣
を
著
け
、
操
作
し
て
前
む
。
鴻
大

一
一
八

い
に
喜
ん
で
日
く

「此
れ
屓
の
梁
鴻
が
妻
な
り
。
能
く
我
に
奉
ぜ
よ
」
と
。

之
に
字
し
て
徳
曜
と
日
い
、
孟
光
と
名
つ
く
。

乃
ち
共
に
覇
陵
の
山
中
に

入
り
、
耕
織
を
以
て
業
と
爲
し
、
詩
書
を
詠
じ
、
琴
を
彈
じ
以
て
自
ら
娯
し

み
、
仰
い
で
前
世
の
高
士
を
慕
う
。
而
し
て
四
皓
よ
り
以
來

二
十
四
人
の
爲

に
頌
を
作
る
。

人
の
爲
に
賃
舂
す
。
歸
る
毎
に
、
妻
爲
に
食
を
具
す
る

に
、
敢
え
て
鴻
が
前
に
て
仰
覗
せ
ず
。
案
を
擧
ぐ
る
こ
と
眉
に
齊
し
く
す
。

傳
を
要
約
す
る
と
、
孟
光
は
肥
え
た
醜
い
女
性
で
あ

っ
た
が
、
徳
の
高
い
梁
鴻
を

慕

っ
て
結
婚
す
る
。
し
か
し
、
梁
鴻
に
相
手
に
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
互
い
に
數

人
の
求
婚
者
を
斷

っ
て
結
ば
れ
た
の
に
何
故
か
と
問
い
、
そ
の
原
因
が
婚
禮
の
際

の
自
分
の
華
美
な
嫁
入
り
支
度
だ

っ
た
と
知
る
と
、
質
素
な
服
裝
に
着
替
え
、
受

け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
、
夫
と
共
に
山
中
で
隱
遁
生
活
を
邊
り
擧
案
齊
眉
の

禮
を
盡
く
し
て
仕
え
た
、
と
い
う
。
こ
こ
に
は
、
主
に

「隱
者
の
妻
」
「質
素
で

清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
妻
」
の
要
素
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
孟
光
故
事
は
、
同
時
代
に
於
い
て
も
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
よ

う

で
、
『
後
漢
書
』
「列
女
傳
」
所
收

「袁
隗
妻
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
孟
光
故
事
は
、
質
素
に
甘
ん
じ
る
妻
の
部
分
だ
け

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
具
體
的
に
い
う
と
、
そ
れ
は
、
大
儒
者
馬
融
の
娘
が
袁
隗

と
結
婚
す
る
際
、
華
美
な
婚
禮
支
度
を
夫
に
責
め
ら
れ
、
孟
光
及
び
鮑
宣
の
妻
少

君
の
行
爲
を
見
習
い
反
省
す
る
、
と
詫
び
る
場
面
で
あ
る
。
袁
隗
は
隱
者
で
は
な

く
、
時
の
君
に
重
ん
じ
ら
れ
出
世
し
た
人
物
で
あ
る
。
「袁
隗
妻
」
傳
に
日
く
、

君
若
欲
慕
鮑
宣
梁
鴻
之
高
者
、
妾
亦
請
從
少
君
孟
光
之
事
矣
。

君
、
若
し
、
鮑
宣

・
梁
鴻
の
高
き
者
を
慕
わ
ん
と
欲
せ
ば
、
妾
も
亦
た
少

君

・
孟
光
の
事
に
從
う
を
講
う
。

孟
光
と
併
稱
さ
れ
た
少
君
は
、
同
書

「列
女
傳
」
所
收

「鮑
宣
妻
」
傳
に
よ
る

と
、
前
漢
哀
帝

の
時
、
司
隷
校
尉
の
官
に
昇

っ
た
鮑
宣
と
の
婚
禮
の
際
、
華
美
な



服
裝
を
夫
に
非
難
さ
れ
、
質
素
な
短
い
木
綿
の
ス
カ
ー
ト
に
變
え
た
、
と
い
う
。

傳
に
日
く
、

裝
逸
資
賄
甚
盛
宣
不
悗
。
謂
妻

日
少
君
生
富
驕
、
習
美
飾
而
吾
實
貧
賤
不
敢

當
禮
。

妻
乃
悉
歸
侍
御
、

服
飾
更
著
短
布
裳
。

裝
途
、
資
賄
、
甚
だ
盛
に
し
て
宣
悗
ば
ず
、
妻
に
謂
い
て
日
く

「少
君
は
富

に
生
ま
れ
て
驕
り
、
美
飾
に
習
れ
た
る
も
吾
は
實
に
貧
賤
に
し
て
敢
え
て
禮

に
當
ら
ず
」
と
。

妻
乃
ち
悉
く
侍
御
を
歸
え
し
、
服
飾
は
更
え
て
短
布
の

裳
を
著
く
。

こ
の
よ
う
に
、
孟
光
は
、
『
後
漢
書
』
の
中
で
、

「逸
民
傳
」
に
は

「隱
者
の

妻
」
「質
素
で
清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
妻
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
に
、
「列
女

傳
」
に
は
後
者
だ
け
が
強
調
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
譯
で
あ
る
。
こ
の
點
に
つ
い

て
、
下
見
隆
雄
氏
は
、
逸
民
梁
鴻
傳
か
ら
孟
光
の
話
を
切
り
離
し
て
は
資
料
と
し

て
獨
立
し
え
な
い
の
で
、
「袁
隗
妻
」
に
孟
光

の
名
を
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
彼
女

を

「列
女
傳
」
中
の
女
性
と
し
て
提
示
し
た
撰
者
の
到
斷
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
更
に
、
後
漢
時
代
は
、
妻

の
肚
會
的
役
割
が
正
式
に
意
義
あ
る
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
る

一
方
、
中
央
と

地
方

・
朝
廷
と
地
方
構
勢
者
を
め
ぐ
る
駄
況

で
、
有
能
な
肚
會
的
存
在
と
し
て
の
士
人
は
、
隱
逸
韵
な
風
貌
な

い
し
姿
勢
を
持

つ
こ
と
で
世
論

の
評
價
を
高
め
よ
う
と
す
る
政
治
的
ポ
ー
ズ
を
と
る
傾
向
が
あ

り
、
隱
逸
の
妻
も
、
こ
の
時
代

の
士
人
の
妻
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
で
も

ハ
お
 

あ

っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
下
見
説
を
加
え
る
と
、
孟
光
故
事
は
、
「出
世

の
た
め
隱
逸
を
處
世
術
と
す
る
士
人
の
妻
」
と
い
う
要
素
も
含
有
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

そ
の
後
、
貴
族
瓧
會
の
魏
晉
南
北
朝
時
代
は
、
以
下
六
例
の
よ
う
に
、
「隱
者

の
妻
」
「質
素
で
清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
妻
」
「出
世
の
た
め
隱
逸
を
處
世
術
と

す
る
士
人
の
妻
」
の
三
要
素
を
繼
承
し
な
が
ら
、
夢

の
中
の
女
性
と
い
う
幻
想
的

孟
光
故
事

の
變
容

女
性
を
喩
え
た
も
の
も
出
て
く
る
な
ど
、
多
樣
性
を
見
せ
て
い
る
。
初
め
に

『
晉

書
』

の

「列
女
傳
」
序
文
に
は
、

少
君
之
從
約
禮
、
孟
光
之
符
隱
志
、
既
昭
婦
則
。

少
君
の
約
禮
に
從
い
、
孟
光
の
隱
志
に
符
う
は
、
既
に
婦
則
を
昭
か
に
す
。

と
、
質
素
儉
約
の
士
人
の
妻
少
君
と
竝
ん
で
顯
彰
さ
れ
、
役
割
と
し
て
は
隱
者
の

妻
が
彊
調
さ
れ
て
い
る
。

第

二
に
、
同
書

「孝
友
傳
」
孫
暑
傳
に
、
梁
鴻
夫
婦
に
喩
え
ら
れ
た
夫
婦
の
記

録
が
あ
る
。

會
稽
虞
喜
隱
居
海
嵎
、
有
高
世
之
風
。
暑
欽
其
徳
、
聘
喜
弟
預
女
爲
妻
。
喜

戒
女
棄
華
爾
素
、
與
暑
同
志
。
時
人
號
爲
梁
鴻
夫
婦
。

會
稽

の
虞
喜
、
海
嵎
に
隱
居
し
、
高
世

の
風
有
り
。
暑
、
其

の
徳
を
欽
い

て
、
喜
の
弟
預
の
女
を
聘
し
妻
と
爲
す
。
喜
、
女
に
華
を
棄
て
素
を
尚
ひ
、

暑
と
志
を
同
じ
ゅ
う
せ
ん
こ
と
を
戒
む
。
時
の
人
、
梁
鴻
夫
婦
と
號
す
。

孫
暑
の
妻
は
、
孫
暑
が
敬

っ
た
虞
喜
の
姪
に
當
た
る
が
、
同
書

「隱
逸
傳
」
任
旭

傳
に
は
、
旭
與
會
稽
虞
喜
倶
以
隱
學
被
召
。

旭
と
會
稽
の
虞
喜
と
は
倶
に
隱
學
を
以
て
召
さ
る
。

と
、
虞
喜
が

「隱
學
」、
即
ち
隱
遁
し
て
學
ぶ
こ
と
で
任
官
し
た
と
あ
る
こ
と
か

ら
、

「梁
鴻
夫
婦
」
と
稱
さ
れ
た
孫
唇
の
妻
も
、
出
世
の
た
め
隱
逸
を
處
世
術
と

す
る
士
人
の
妻
像
に
繋
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
『
宋
書
』
「隱
逸
傳
」
朱
百
年
傳
で
は
、
隱
者
の
妻
の
行
跡
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。

百
年
孝
建
元
年
卒
山
中
、
時
年
八
十
七
。
蔡
興
宗
爲
會
稽
太
守
、
餉
百
年
妻

米
百
斛
、
百
年
妻
遣
婢
詣
郡
門
奉
辭
固
讓
、
時
人
美
之
、
以
比
梁
鴻
妻
。

百
年
、
孝
建
元
年
、
山
中
に
卒
す
。
時
に
年
八
十
七
。
蔡
興
宗
、
會
稽

の
太

一
一
九
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第
五
十
三
集

守
と
爲
り
、
百
年
の
妻
に
米

百
斛
を
餉
す
。
百
年
の
妻
、
婢
を
遣
わ
し
郡
門

こ
と
わ

に
詣
り
て
辭
を
奉
じ
固
く
讓
ら
し
む
。
時
の
人
、
之
を
美
と
し
、
以
て
梁
鴻

の
妻
に
比
す
。

第
四
に
、
『
宋
書
』
「孝
武
文
穆

王
皇
后
傳
」
江
戰

「譲
婚
表
」
に
は
、
質
素
な

婚
禮
及
び
妻
の
典
型
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

年
近
將
冠
、
皆
已
有
室
。
荊
釵
布
裙
、
足
得
成
禮
。

年
將
に
冠
せ
ん
と
す
る
に
近
く
、
皆
己
に
室
有
り
。
荊
釵
布
裾
は
、
禮
を
成

す
に
足
り
得
た
り
。

第
五
に
、
『
文
選
』
卷
五
九
所
收
、
梁
代
任
防
の

「劉
先
生
夫
人
墓
誌
」
に
は
、

隱
者
老
棊
子
の
妻
と
竝
ん
で
賢
婦

の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

既
稱
莱
婦
、
亦
日
鴻
妻
。

既
に
莱
婦
と
稱
し
、
亦
た
鴻
妻
と
日
う
。

第
六
に
、
『
玉
臺
新
詠
』
卷
五
所

收
、
梁
代
沈
約
の

「夢
に
美
人
を
見
る
」
詩

に
は
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
質

の
非
現
實
的
な
夢
の
美
女
の
仕
草
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
既
薦
巫
山
枕
、

既
に
巫
山

の
枕
を
薦
め
、

又
奉
齊
眉
食
。

又
た
齊
眉

の
食
を
奉
ず
。

二

唐
代
の
孟
光
評
と
引
用
傾
向

さ
て
、
唐
代
は
科
擧
制
度
に
よ

っ
て
貴
族
以
外
も
出
世
の
門
戸
が
開
か
れ
、
科

擧
出
身
者
が
政
治
や
文
學
の
面
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
の
私
的
生
活
の

基
礎
は

「家
」
で
、
そ
の
中
核
は

「夫
婦
」
で
あ

っ
た
。

「唐
律
」
で
は

一
夫

一

妻
制
が
定
ま
り
、
中
饋

(家
務
の
義
)
を
擔
う
妻
が
重
ん
じ
ら
れ
、
妻
の
在
る
ベ

ハる
レ

き
姿
が
以
前
よ
り
も

一
層
意
識
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
孟
光
故
事
は
、
官
民
擧
げ
て

婦
徳
の
典
型
と
し
て
認
知
さ
れ
、
廣
く
浸
透
し
て
い
っ
た
。

二
〇

五
代
後
晉

の
劉
胸
ら
に
よ
る

『舊
唐
書
』
の

「列
女
傳
」
序
文
に
は
、

梁
鴻
之
妻
、
無
辭
偕
隱
、

梁
嶋
の
妻
は
、
偕
に
隱
す
る
を
辭
す
る
無
く
、

と
あ
り
、
唐
代

の
朝
廷
に
は
孟
光
の
美
徳
を
顯
彰
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
、
と
考
え

ハき

ら
れ
る
。
こ
の
序
文
に
は
、
他
に
、
守
節
の
た
め
命
を
斷

つ
貞
烈
の
美
徳
と
二
夫

に
ま
み
え
な
い
共
伯
の
妻
の
美
徳
の
二
つ
も
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
續

く
各
列
女
の
傳
を
見
て
い
く
と
、
後
者
二
つ
に
該
當
す
る
傳
は
あ
る
の
に
、
孟
光

の
美
徳
に
該
當
す
る
列
女
だ
け
が

一
例
も
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
懸
隔
か
生
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
と

『
舊
唐
書
』
の
他
の
記
録
に
も
孟
光
故
事
の
引

用
例
は
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
。
唐
代
に
孟
光
故
事
を
用
い
た
例
と
し
て
は
、
實

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
當
時
の
士
大
夫
の
詩
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
内

の
多
く
は
妻
を
孟
光
に
喩
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。

次
に
、
民
間
に
於
け
る
孟
光
故
事
の
浸
透
状
況
を
知
る
資
料
と
し
て
は
、
玄
宗

頃
、
李
瀚
が
幼
學
書
と
し
て
撰
し
た

『蒙
求
』
の
標
題

「孟
光
荊
釵
」
が
あ
る
。

司
封
員
外
郎
李
華
は
序
文
て
、

列
古
人
言
行
美
惡
、
參
之
聲
律
以
授
幼
童
。
隨
而
釋
之
。
比
其
終
始
、
則
經

史
百
家
之
要
、
十
得
其
四
五
矣
。
推
而
引
之
、
源
而
流
之
、
易
於
諷
誦
、
形

於
章
句
。

不
出
卷
知
天
下
、
其
蒙
求
哉
。

古
人
の
言
行
美
惡
を
列
ね
、
之
を
聲
律
に
參
し
、
以
て
幼
童
に
授
け
、
隨

っ

て
之
を
釋
く
。
其
の
終
始
を
比
す
る
に
、
則
ち
經
史
百
家
の
要
、
十
に
其
の

ロも

と

四
五
を
得
た
り
。
推
し
て
之
を
引
き
、
源
ね
て
之
を
流
む
。
諷
誦
に
易
く
し

あ
ら
わ

て
、
章
句
に
形
る
。
卷
を
出
で
ず
し
て
天
下
を
知
る
は
、
其
れ
蒙
求
な
る
か

な
。

と
逋
べ
て
い
る
。
『
蒙
求
』
は
上
二
字
人
名

・
下
二
字
行
状
の
四
字
を
二
句
ず

つ

對
に
し
た
計
五
九
六
句
か
ら
成
り
、
當
時
よ
り
好
評
を
博
し
た
。
「荊
釵
」
の
語



は

『
後
漢
書
』
に
は
無
い
が
、
國
立
故
宮
博
物
院
藏
上
卷
古
鈔
本

の
古
注

『
蒙

求
』
「孟
光
荊
釵
」
李
瀚
自
注
に
は
、

列
女
傳
孟
光
、
梁
鴻
妻
。
姿
貌
盛
醜
、
徳
行
甚
脩
。
郷
里
多
求
娶
不
肯
。
至

年
三
十
。
父
母
、
間
所
欲
、
羇

日
欲
節
操
如
梁
嶋
者
。
鴻
因
娶
之
。
途
荊
釵

布
裙
與
鴻
隱
覇
陵
山
中
。
;
毎
進
食
常
擧
案
齊
眉
也
。
お
お

列
女
傳
に
い
う
、
孟
光
は
梁
鴻
の
妻
な
り
。
姿
貌
は
盛
い
に
醜
な
れ
ど
、
徳

行
は
甚
だ
脩
な
り
。
槨
里
、

娶
ら
ん
こ
と
を
求
む
る
多
け
れ
ど
も
肯
ん
ぜ

ず
。
年
は
三
十
に
至
る
。
父
母
、
欲
す
る
所
を
問
う
に
、
獨
え
て
日
く

「節

操
、
梁
鴻
の
如
く
な
る
者
を

欲
す
。
」
と
。
鴻
因
り
て
之
を
娶
る
。
途
に
荊

釵
布
裙
し
て
鴻
と
覇
陵
山
中

に
隱
る
。

食
を
進
む
毎
に
擧
案
齊
眉
す
る
な

り
。

と
あ
り
、
質
素
な
妻
の
身
な
り
を

象
徴
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
『
蒙
求
』
で

「荊

釵
」
が
使
わ
れ
た
理
由
は
、
「滕
公
佳
城
、
王
果
石
崖
、
買
妻
恥
醺
、
澤
室
犯
齋
つ

馬
后
大
練
、
孟
光
荊
釵
、
顏
叔
秉
燭
、
宋
弘
不
諧
。
」

の
よ
う
に
八
句
換
韻

(太

字
の
韻
は
、
全
て
上
卆
聲
九
佳
)
を
特
徴
と
す
る

『
蒙
求
』
の
形
式
に
都
合
が
よ

か

っ
た
こ
と
と
、
『
後
漢
書
』
「后
紀
」
の
明
徳
馬
皇
后
傳
を
出
典
と
す
る

「馬
后

大
練
」
(後
漢
明
帝

の
馬
皇
后
が
荒
絹
の
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
故
事
)
の
樹
偶
と

し
て
適
當
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
孟
光
は
、
皇
后
に
封
し
、
い
わ

ば

一
般
的
士
人
の
妻
の
代
表
と
し
て
、
少
君
故
事
の
質
素
の
妻
像
を
擔

っ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

三

唐
代
女
子
教
育
の
教
材

唐
代
は
、
六
朝
以
來
の
貴
族
政
治

か
ら
科
擧
出
身
者
の
影
響
力
が
高
ま
る
官
僚

政
治

へ
の
移
行
期
、
い
わ
ば

二
重
構

造
が
進
む
時
期
で
、
寒
門
出
身
者
が
任
官
榮

逹
の
布
石
と
し
て
貴
門
を
憧
憬
す
る

一
方
、
貴
門
大
族
で
は
新
勢
力
の
科
擧
出
身

孟
光
故
事

の
變
容

ロま

者
を
女
婿
に
し
よ
う
と
す
る
要
望
が
高
ま

っ
た
。
し
か
し
、
當
時
は
、
結
婚
後
、

危
う
き
こ
と
累
卵
の
如
き
政
局
を
歩
む
女
婿
が
挫
折
の
憂
き
目
に
遭
う
こ
と
は
回

避
し
が
た
い
世
情
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
強
靭
な
精
紳
力
で
窮
地
を
切
り
拔
け
復

活

へ
の
原
動
力
と
な
る
妻
に
な
る
よ
う
愛
娘
に
清
貧
に
甘
ん
ず
る
教
育
が
行
わ

れ
、
孟
光
故
事
は
そ
の
典
型
的
な
敏
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
中
唐
劉
長
卿

の

『李
氏
の
女
子
に
別
す
」

念
爾
嫁
獪
近
、

稚
年
那
別
親
、

臨
岐
方
歡
誨
、

所
貴
和
六
姻
。

俛
首
戴
荊
釵
、

欲
拜
淒
且
噸
。

本
來
儒
家
子
、

莫
恥
梁
鴻
貧
。

漢
川
若
可
渉
、

水
清
石
隣
隣
。

天
涯
遠
翻
婦
、

月
下
孤
舟
人
。

詩
に
は
次
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
。

す
で

爾
嫁
す
の
獪
に
近
き
を
念
う
、

稚
年
に
し
て
那
ん
ぞ
親
と
別
れ
ん
。

わ
か岐
れ
に
臨
ん
で
方
に
教
誨
す
、

貴
と
す
る
所
は
、
六
姻
と
和
す
る
こ
と
。

首
を
俛
れ
て
、
荊
釵
を
戴
し
、

拜
せ
ん
と
欲
し
て
、
淒
且
つ
噸
。

本
來

儒
家
の
子
は
、

梁
鴻
の
貧
を
恥
ず
る
こ
と
莫
か
れ
。

漢
川
若
し
渉
る
べ
く
ん
ば
、

水
清
く
、
石
礁
隣
た
ら
ん
。

天
涯
に
遠
鄰
の
婦
と
な
り
、

月
下
に
孤
舟
の
人
と
な
ら
ん
。

こ
の
詩
で
は
、
間
も
な
く
嫁
ぐ
娘
が
持

つ
べ
き
心
構
え
が
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
が
、

數
え
の
主
眼
は
、
孟
光
の
清
貧
に
甘
ん
じ
る
精
禪
で
、
最
早
、
「儒
家
」
の
歡
え

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
白
居
易

「鱠
内
」
詩

(諷
論
詩

・
卷

一
)
に
も
次

の
よ
う

に
あ
る
。
生
爲
同
室
親
、

生
き
て
は
同
室

の
親
と
爲
り
、

死
爲
同
穴
塵
。

死
し
て
は
同
穴
の
塵
と
爲
ら
ん
。

他
人
尚
相
勉
、

他
人
す
ら
爾
お
相
勉
む
、

一
=
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而
況
我
與
君
。

黔
婁
固
窮
士
、

妻
賢
忘
其
貧
。

冀
缺

一
農
夫
、

妻
敬
嚴
如
賓
。

陶
潛
不
營
生
、

穐
氏
自
爨
薪
。

梁
鴻
不
肯
仕
、

孟
光
甘
布
裙
。

君
雖
不
讀
書
、

此
事
耳
亦
聞
。

君
家
有
貽
訓
、

清
白
遺
子
孫
。

我
亦
貞
苦
士
、

與
君
新
結
婚
。

庶
保
貧
與
素
、

偕
老
同
欣
欣
。

第
五
十
三
集

而
る
に
況
ん
や
我
と
君
と
を
や
。

黔
婁
は
固
よ
り
窮
士
た
る
に
、

妻
賢
に
し

て
其
の
貧
を
忘
る
。

冀
缺
は

一
農
夫
た
る
に
、

妻
敬
す
る

こ
と
儼
と
し
て
賓
の
如
し
。

陶
潛
は
生
を
螢
ま
ず
し
て
、

程
氏
は
自
ら
爨
薪
す
。

梁
鴻
は
仕
う
を
肯
ん
ぜ
ず
し
て
、

孟
光
は
布
裙
に
甘
ん
ず
。

君
は
書
を
讀
ま
ざ
れ
ど
も
、

此
の
事
、
耳
亦
た
聞
け
り
。

君
の
家
は
貽
訓
有
り
て
、

清
白
を
子
孫
に
遺
す
。

我
も
亦
た
貞
苦
の
士
に
し
て
、

君
と
新
た
に
結
婚
す
。

序
わ
く
は
貧
と
素
と
を
保
ち
、

偕
老
し
て
同
に
欣
欣
た
ら
ん
。

こ
こ
で
は
、
白
居
易
が
妻
楊
氏
に
獨
し
、
歴
代
の
隱
者
と
そ
の
妻
を
列
擧
し
自
分

と
結
婚
す
る
に
當
た

っ
て
の
覺
悟
を
促
し
て
お
り
、
更
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
楊

氏
は
望
族
で
あ
り
な
が
ら
、
嫁
ぎ
行
く
娘
に
清
貧
の
精
神
を
訓
育
し
て
い
た
こ
と

が
剣
る
。

そ
し
て
、
詩
全
體
は
、
第
二
句

目
の

「同
穴
」
と
、
最
終
句
の

「偕
老
」
と
い

う
、
夫
婦
の
生
涯
變
わ
ら
ぬ
睦
ま
じ
さ
を
表
す
言
葉
で
貫
か
れ
て
い
る
。
「同
穴
」

は

『詩
經
』
「大
車
」
(王
風
)
、
「偕
老
」
は

『
詩
經
』
「撃
鼓
」
(椰
風
)
を
典
故

一
二
二

と
す
る
。
白
居
易
は
、
型
に
は
ま

っ
た
無
味
乾
燥
な
歡
訓
に
夫
婦

の
感
情
を
吹
き

込
ん
だ

の
で
あ
る
。

ま
た
、
白
居
易
は
、
「荊
釵
」
を
貧
家
の
妻
や
娘
を
象
徴
す
る
も

の
と
し
て
も

用
い
て
い
る
。

「青
塚
」
詩

(諷
論
詩

・
卷
二
)
で
は
、

王
昭
君
を
憐
れ
み
な
が

ら
、
後
世
の
女
性
に
、

無
辭
插
荊
釵
、

辭
す
る
こ
と
無
か
れ
荊
釵
を
插
み
、

嫁
作
貧
家
婦
。

嫁
し
て
貧
家

の
婦
と
作
る
を
。

と
訓
じ
て
い
る
。

「秦
中
吟
十
首
」

の
第

一
首

「議
婚
」
詩

(諷
識
詩
・卷
二
)

も

「荊
釵
」
が
貧
家
の
娘
の
質
素
の
象
徴
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

貧
爲
時
所
棄
、

富
爲
時
所
趨
。

紅
樓
富
家
女
、

金
縷
繍
羅
襦
。

見
人
不
斂
手
、

嬌
痴
二
入
初
。

母
兄
未
開
口
、

己
嫁
不
須
臾
。

緑
窗
貧
家
女
、

寂
寞
二
十
餘
。

荊
釵
不
直
錢
、

衣
上
無
眞
珠
。

幾
迴
人
欲
聘
、

臨
日
又
踟
躡
。

主
人
會
良
媒
、

置
酒
滿
玉
壷
。

貧
は
時
の
棄
て
ら
る
る
所
と
爲
り
、

富
は
時
の
趨
く
所
と
爲
る
。

紅
樓
の
富
家
の
女
は
、

金
縷
に
て
羅
き
襦
を
繍
す
。

人
を
見
る
も
、
手
を
斂
め
ず
、

嬌
痴

二
八
の
初
に
し
て
。

母
兄
、
未
だ

口
を
開
か
ず
と
も
、

已
に
嫁
す
こ
と
須
臾
な
ら
ず
。

緑
窗
の
貧
家
の
娘
は
、

寂
寞
と
し
て
二
十
餘
。

荊
釵
は
錢
に
直
ら
ず
、

衣
上
に
眞
珠
無
し
。

…幾
迴
か
人
聘
せ
ん
と
欲
す
る
も
、

日
に
臨
み
て
又
踟
踏
す
。

主
人
、
良
媒
を
會
し
、

置
酒
、
玉
壷
に
滿
つ
。

で



四
座
且
勿
飮
、

聽
我
歌
兩
途
。

富
家
女
易
嫁
、

嫁
早
輕
其
失
。

貧
家
女
難
嫁
、

嫁
晩
孝
於
姑
。

聞
君
欲
娶
婦
、

娶
婦
意
何
如
。

四

四
座
且
く

飮
む
勿
れ
、

我
、
兩
途
を
歌
う
を
聽
け
。

富
家
の
女
は
嫁
し
易
く
、

嫁
す
る
こ
と
早
け
れ
ば
、
其
の
夫
を
輕
ん
ず
。

貧
家
の
女
は
嫁
し
難
く
、

嫁
す
る
こ
と
晩
け
れ
ば
、
姑
に
孝
な
り
。

聞
く
、
君
婦
を
娶
ら
ん
と
欲
す
る
と
、

婦
を
娶
る
意

何
如
と
。

「
孟
光
」
と
稱
さ
れ
た
女
性
た
ち

(白
居
易
を
中
心
に
)

中
唐
に
な
る
と
、
士
大
夫
た
ち
は
妻
を
描
き
、
或
い
は
妻
に
寄
せ
る
作
品
を
書

ロヱ

く
の
に
躊
躇
し
な
く
な
り
、
孟
光
故
事
の
引
用
も
目
立

っ
て
多
く
な

っ
た
が
、
代

表
的
な
例
は
白
居
易
で
あ

っ
た
。

白
居
易
は
、
貞
元
年
聞
に
進
士
に
合
格
、
祕
書
省
校
書
郎
に
任
ぜ
ら
れ
、
元
和

年
聞
に
は
翰
林
學
士
と
な
り
左
拾
遺

へ
昇
進
す
る
が
、
後
、
江
州
司
馬
に
左
遷
さ

れ
る
な
ど
し
て
、
會
昌
の
初
め
に
刑
部
尚
書
を
以
て
致
仕
し
た
。
白
居
易
の
結
婚

は
、
翰
林
學
士
と
な
り
左
拾
遺
に
任
ぜ
ら
れ
た
元
和
三
年

(八
〇
八
)
と
推
定
さ

ハら

れ
、
白
居
易
は
、
白
氏
よ
り
も
大
族
楊
民
の
家
柄

の
娘
を
娶
る
わ
け
だ
が
、
以
下

の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
孟
光
に
喩
え
て
い
る
。

傳
衣
念
襤
褸
、

傳
衣
し
て
襤
褸
を
念
い
、

擧
案
笑
糟
糠
。

擧
案
し
て
糟
糠
を
笑
う
。

(元
和
九
年

「渭
村
に
退
居
し
、
禮
部
の
崔
侍
郎

・翰
林
の
錢
舍
人
に
寄
す
る
詩

一
百
韻
」

卷
+
五
)

來
春
更
葺
東
廂
屋
、

來
春
更
に
東
廂
の
屋
を
葺
き
、

孟
光
故
事

の
變
容

紙
閣
蘆
簾
著
孟
光
。

紙
閣
蘆
簾
孟
光
を
著
け
ん
。

(元
和
十
二
年

「香
爐
峯
下
新
た
に
山
居
を
ト
し
、
草
堂
初
め
て
成
る
、
偶
た
ま
東
壁
に

題
す
」
卷
十
六
)

今
宥
始
覺
房
欄
冷
、

今
霄
始
め
て
覺
ゆ
、
房
瀧
冷
か
な
る
を
、

坐
索
寒
衣
詑
孟
光
。

坐
に
寒
衣
を
索
め
て
孟
光
を
詬
ぶ
。

(元
和
十
四
年

「冬
至
夜
」
卷
十
八
)

素
屏
應
居
士
、

青
衣
侍
孟
光
。

夫
妻
老
相
樹
、

各
坐

一
繩
牀
。

山
妻
未
擧
案
、

餽
叟
巳
先
嘗
。

素
屏
は
居
士
に
應
じ
、

衣
は
孟
光
に
侍
す
。

夫
妻
老
い
て
相
野
し
、

各
」

一
繩
牀
に
坐
す
。
(開
・威
一二
年

コ
ニ
年
除
夜
」
卷
一二
亠ハ
)

山
妻
未
だ
案
を
擧
げ
ず
、

纔
叟
己
に
先
づ
嘗
む
。

徒
誇
五
噫
作
、

徒
に
五
噫
の
作
を
誇
り
、

不
解
膾
孟
光
。

解
せ
ず
孟
光
に
膾
る
を
。

(會
昌
二
年

「
二
年
三
月
五
日
齋
畢
り
素
を
開
く
。
食
に
當
た
り
て
偶
吟
し
妻
弘
農
郡
君

に
膾
る
」
卷
三
六
)

こ
れ
ら
の
詩
中
の
孟
光
は
、
閑
適
生
活
を
逸
る
夫
の
直
接
的
な
呼
び
か
け
や
感

情

の
吐
露
と
と
も
に
日
常

の
具
體
的
な
生
活

の
中
に
讀
み
込
ま
れ
、
現
實
世
界

の

白
居
易
の
妻
と
完
全
な
る
融
合
を
遯
げ
て
い
る
。

白
居
易
は
、
同
じ
く
寒
門
か
ら
仕
途
を
歩
ん
だ
元
槇
が
妻
韋
氏

へ
膾

っ
た
悼
亡

の
詩
に
答
え
、

嫁
得
梁
鴻
六
七
年
、

梁
鴻
に
嫁
し
得
て
六
七
年
、

一
二

三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
三
集

家
貧
忘
却
爲
夫
賢
。

家
貧
う
し
て
忘
却
す
る
は
夫
の
賢
爲
る
な
り
。

(元
和
四
年

『謝
家
最
小
偏
憐
の
女
に
答
う
」
卷
十
四
)

と
い

っ
て
い
る
。
元
稘
の
妻
韋
氏
は
京
兆
の
名
族
韋
夏
卿
の
末
娘
で
、
元
積
も
妻

を
孟
光
に
喩
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
、
仕
途
に
あ
る
夫
が
妻

ハゑ

を
孟
光
に
喩
え
る
詩
が
増
え
て
い

っ
た
。

こ
こ
で
、
白
居
易
が
、
前
述

の

「鱠
内
」
詩
を
含
め
、
孟
光
故
事
を
こ
れ
程
多

ハな

用
し
た
理
由
と
そ
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
川
合
康
三
氏
は
、
諷
論

詩
の
蕪
濟
に
通
じ
る
公
的
性
格
と
閑
適
詩

の
獨
善
に
通
じ
る
私
的
性
格
と
は
、
白

居
易
の
文
學
と
い
う
全
體
の
陽
畫
と
陰
畫

の
如
き
關
係
に
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
ま

た
、
白
居
易
自
身
、
獨
善
を
自
適
の
滿
足
感
と
し
な
が
ら
、
な
お
か

つ
そ
れ
を
秉

 む

濟
と
同
等
の
價
値
を
も

つ
も
の
と

し
て
竝
び
立
て
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
更

に
、
姜
若
氷
氏
は
、
「膾
内
」
詩
は
白
居
易
が
裕
輻
で
な
い
生
活
に
甘
ん
じ
て
く

れ
る
こ
と
を
妻
に
要
求
す
る
作
品
で
あ
る
と
と
も
に
當
時
の
夫
婦
生
活
の
樣
式
と

し
て

一
種
の
普
遍
的
な
意
義
を
持

っ
て
い
た
こ
と
、
江
州
期
以
後
の

「閑
適
」
生

活
で
妻
は
缺
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
全
面
的
に
夫
婦
の
生
活
や
感
情
が
文
學
の
中

で
表
現
さ
れ
幸
せ
な
家
庭
像
が
立
體
的
に
彫
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
う
し
た
贈
内

詩
の
土
壌
と
な

っ
た
の
は

「中
隱
」
思
想
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
こ
と
、
な
ど
を
指
摘

ハ 
 

し
て
い
る
。
中
隱
と
は
、
恐
ら
く
白

居
易
の
發
明
で
仕
と
隱
と
の
中
聞
と
し
て
極

ハヨ

端
を
避
け
、
與
え
ら
れ
た
状
況
を
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
る
精
神
で
あ
る
。
こ
う
し

た
白
居
易
の
生
き
方
や
文
學
觀
は
、
元
來

「隱
者
の
妻
」
「質
素
で
清
貧
に
甘
ん

じ
夫
を
敬
う
妻
」
「出
世
の
た
め
に
隱
者
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
士
人
の
妻
」
と
い
う

要
素
を
含
有
し
た
孟
光
故
事
と
は
重
な
る
部
分
が
有
り
、
そ
れ
が
、
白
居
易
が
、

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
作

っ
た
詩
に
同
故
事
を
引
用
し
た

一
因
だ

っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
度
に
、
傳
統
的
な
孟
光
故
事
の
要
素
は
、
彼

の
文
學
創
作
の
場
で
融
化
さ
れ
、
夫

の
精
紳
的
支
柱
た
り
え
る
妻
を
表
現
す
る
も

の
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

1

五

日
本
に
傳
来
し
た
孟
光
故
事

罕
安
期
ま
で
の
引
用
例

=

一四

日
本
で
は
、
先
ず
、
罕
安
時
代
の

『
源
氏
物
語
』
「帚
木
」

の

「雨
夜
の
品
定

め
」
の
段
で

「議
婚
」
詩
の

「我
、
兩
途
を
歌
う
を
聽
け
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
は

「荊
釵
」
の
言
葉
は
な
く
、
孟
光
自
體
に
も
焦
點
は
當
て
ら
れ
て

  
ロ

い
な
い
。
た
だ
、
他
に

「須
磨
」
の
光
源
氏

の
侘
び
住
ま
い
の
樣
が

「香
爐
峯

下
、
新
た
に
山
居
を
ト
し
、
草
堂
初
め
て
成
る
、
偶
た
ま
東
壁
に
題
す
」
詩

の
第

二
句
、石
増
桂
柱
竹
編
牆

石
楷
、
桂
柱
竹
牆
を
編
む
。

を
典
故
と
し
て
お
り
、
同
詩
第
八
句
に
は

「紙
閣
蘆
簾
孟
光
を
著
け
ん
」
が
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
紫
式
部
は
少
な
く
と
も
孟
光
に

つ
い
て
は
知

っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孟
光
故
事
に
焦
點
が
當
て
ら
れ
な
か

っ
た

の
は
、
①

『
源
氏
物
語
』
は
源
氏
の
妻

(嫡
妻

・
正
妻
)
の
座
に
坐
り
得
る
女
性

を
次
々
と
登
場
さ
せ
て
は
退
け
る
こ
と
で
源
氏
の
戀
を
語
り
、
間
接
的
に
紫
の
上

へ
の
愛
情
を
語
る
構
造
で
、
孟
光
の
持

つ
糟
糠
の
妻
・苦
樂
を
共
に
す
る
清
貧
の

精
神
が
入
り
込
み
に
く
か

っ
た
こ
と
、
②
卒
安
時
代
の
法
律

「戸
婚
律
」
は

『
萬

葉
集
』
卷
十
入
に
あ
る
よ
う
に
、
「妻
あ
り
て
更
に
娶
る
者
は
徒

一
年
。
女
家
は

ハ 

杖

一
百
」
と
定
め
て
い
た
が
、
實
際
は

一
夫

一
妻
多
妾
制
で
、
禁
令
は
實
質
上
の

有
名
無
實
、
妻
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
こ
と
、
な
と
が

考
え
れ
る
。

次
に
、
『
唐
物
語
』
第
四

「孟
光
、
夫
の
梁
鴻
に
よ
く
仕
ふ
語
」
に
は
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

む
か
し
、
梁
鴻
と

い
ふ
人
、
孟
光
に
あ

い
ぐ
し
て
と
し
ご
ろ
す
み
け
り
。
こ



の
孟
光
、
世
に
た
ぐ
ひ
な
く
み
め
わ
ろ
く
て
、
こ
れ
を
み
る
人
心
を
ま
ど
は

し
て
さ
は
ぐ
ほ
ど
な
り
け
れ
ど
、
こ
の
夫
を
ま
た
な
き
も
の
に
お
も
ひ
て
、

か
し
づ
き
う
や
ま
ふ
こ
と
思
に
も
す
ぎ
た
り
け
り
。
あ
さ
な
ゆ
う
な
に
い
ゐ

が
ひ
と
り
て
、
け

こ
の
う

つ
は
物
に
も
り

つ
』
、
ま
ゆ
の
か
み
に
さ

」
げ
て

ね
ん
ご
ろ
に
す

」
め
け
れ
ば
、
齊
眉
の
禮
と
そ
い
ま
は
い
ひ

つ
た

へ
た
る
。

「さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
た
ま

の
す

が
た
も
な
に
な
ら
ず
。
ふ
た
こ
」
う
な
き
い

も
が
た
め
に
は
」
心
ざ
し
だ
に
あ
さ
か
ら
ず
は
、
た
ま
の
す
が
た
、
花
の
か

た
ち
な
ら
ず
と
も
ま
こ
と
に
く
ち
お
し
か
ら
じ
か
し
。

〔さ
れ
と
も
み
く

、

か
ら
ぬ
か
ほ
に
は
み
か

へ
に
く

、
こ
そ
。
〕

『
唐
物
語
』

の
成
立
は
、
仁
卒
元
年

(
=

五
一
)
～
文
冶
四
年

(
二

八
八
)
と

推
測
さ
れ
、
作
者
は
現
時
點
で
は
藤
原
成
範
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
隱
者
の
妻
・清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
妻
の
要
素
は
な
く
、
容
姿
に
終
始
し

た
内
容
で
、
容
姿
の
負
の
部
分
を
、
夫
に
仕
え
る
こ
と
で
補
う
點
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
唐
物
語
』
に
は
、
白
居
易
の

「琵
琶
引
」
「燕
子
樓
」
「長
恨
歌
」

「陵
園
妾
」
「李
夫
人
」
「上
陽
白
髮
人
」
を
出
典
と
し
た
六
話
が
收
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
内
、
新
樂
府
三
首
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は

『
源
氏
物
語
』
に
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
近
藤
春
雄
氏
は
、
こ
れ
ら
が
好
ま
れ
た
の
は
諷
鍮
の
た
め
で
は

な
く
哀
れ
な
女
の

一
生
や
愛
す
る
女
を
失

っ
て
泣
く
男
の
心
情
に
感
じ
て
の
こ

と
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら

『
唐
物
語
』
の
作
者
の
趣
向
と

『
源

氏
物
語
』
の
作
者
の
そ
れ
と
は
近
似
し
て
お
り
、
從

っ
て
、
孟
光
故
事
の
内
容
も

變
質
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
。

出
典
に
つ
い
て
、
小
林
保
冶
氏

は
、
『
後
漠
書
』
梁
鴻
傳
と
し
、
『
唐
物
語
』
に

定
着
し
た
背
景
は

『
蒙
求
』
の
注
釋
世
界
と
の
接
點
を
想
定
す
る
の
が
妥
當
、
と

述
べ
て
い
る
。
『
白
氏
文
集
』
と
の
關
連
性
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
作

孟
光
故
事

の
變
容

者
の
趣
向
が
表
面
化
し
た

『唐
物
語
』
の
孟
光
話
を
資
料
と
し
て
そ
れ
を
到
斷
す

る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
同
書
の

『白
氏
文
集
』
の
受

ハむ

容
傾
向
は
、
孟
光
故
事
傳
承
過
程
の

一
つ
の
現
象
と
い
え
よ
う
。

2

鎌
倉
期
の
引
用
例

鎌
倉
期
に
な
る
と
、
『
蒙
求
和
歌
』
『
承
久
記
』
『十
訓
抄
』
に
、
孟
光
故
事
が

肩
貧
の
歡
訓
話
・
理
想
の
妻
の
比
喩
と
し
て
引
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い
く
過
程
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
に
は
、
嫁
取
婚
に
よ
る
夫
婦
同
居
に
よ

っ
て

「家
族
」
が
成
立
し
妻

の
理
想
像
が
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
。
中
世
の
女
性
像
は
、
具
體
的
に
い
う
と
、
妻

問
婚
時
代
で
あ

っ
た
罕
安
時
代
中
頃
の
文
人
藤
原
明
衡
著
『
新
猿
樂
記
』
で
四
十

歳
の

「右
衞
門
尉
」
の
三
人
の
妻
に
分
鑽
さ
れ
て
い
た
妻
役
割

(①
夫
よ
り
二
十

歳
年
上
で
槿
力
と
財
産
の
後
楯
と
な

っ
た
母
性
を
類
型
化
し
た
妻
、
②
同
い
年
で
家
政
を

類
型
化
し
た
妻
、
③
+
八
歳
で
容
姿
美
麗
な
性
愛
を
類
型
化
し
た
妻
)
を
、
嫁
取
り
婚

の
時
代
と
な
り
正
妻
か

一
人
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
、
理
想
的
、
建

へむ

前
的
に
は

一
人
で
兼
ね
具
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
鎌
倉
期
の
武
士
に

と

っ
て
は
、
そ
の
妻
は
、
所
領
支
配
、
軍
役
、
縁
坐
い
ず
れ
の
面
か
ら
も
、
夫
婦

一
體
觀
が
形
成
さ
れ
、
夫
と
と
も
に
所
領
の
成
敗
を
し
、
互
い
に
個
を
尊
重
し
た

ハヨ

夫
婦
關
係
を
成
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
孟
光
故
事
は
、
『蒙
求
』
及
び
白
居
易
の
詩
歌
に
よ
り
、

日
本

ロま

に
受
容
さ
れ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
ず
、
『
蒙
求
和
歌
』
第
五

「孟
光
荊
釵
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

孟
光
容
貌

ハ
ナ

ハ
タ
ミ

ニ
ク
カ
リ
ケ
レ
ト
モ
。
徳
行
コ
ト

ニ
ス
ク

レ
タ
リ

キ
。
郷
里
オ
ホ
ク

コ
レ
ヲ
聘
ト
モ
。
タ
ヤ
ス
ク
ユ
ル
ス
コ
ト
ナ
シ
。
卅

ニ
ナ

ル
ト
シ
。
父
母
イ
カ
ナ
ル
イ

ロ
ヲ
カ
オ
モ
フ
ト
}
ヘ
ハ
。
家

マ
ツ
シ
ク
ト

モ
。
コ
}
ロ
サ

マ
梁
鴻
カ

コ
ト
キ
ノ
モ
ノ
ヲ
ト
云
リ
。
サ
テ
梁
鴻

ニ
ア

ハ
セ

=

一五



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
三
集

テ
ケ
リ
。
ツ
子

ニ
オ
ト

ロ
ノ
カ
ム
サ
シ
。
ヌ
ノ
}
裙
ヲ
キ
テ
。
オ
ノ
カ
ミ
ヲ

イ
ヤ
シ
ク
シ
テ
。
梁
鴻
カ

コ
ト
ヲ
ノ
ミ
オ

モ
ク
オ
モ

ヘ
リ
。
ク
ヒ
モ
ノ
ヲ

ス
』
ム
ル
ニ
。
ツ
ク

ヱ
ヲ
ア
ク
ル
コ
ト
齊
眉
。
禮
ヲ
ナ
セ
リ
。
梁
鴻
ヨ
ヲ
ス

サ

マ
シ
ク
オ
モ
ヒ
ト
リ
テ
。

孟
光
ト
」
モ
ニ
覇
陵
山

コ
モ
リ
ヰ

ニ
ケ
リ
。

〔と
に
か
く
に
我
思
ふ
筋
に
た

か
は
ね
は
を
と
ろ
の
神

(髮
)
も
さ
も
あ
ら

は
あ
れ
〕

『
蒙
求
和
歌
』
は
、
元
久
元
年

(
=

一〇
四
)
、
源
光
行
が
、
古
注

『蒙
求
』
本
文

ハ 

と
注
と
に
據

っ
て
、
漢
故
事
和
歌
を
作

っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
第
五

「孟
光

荊
釵
」
に
つ
い
て
は
、
「オ
ト
ロ
ノ
カ
ム
サ
シ
」
「
ヌ
ノ
」
裙
」
が

『蒙
求
』
古
注

の

「荊
釵
布
裙
」
と

一
致
し
て
い
る
。

源
光
行
は
、
治
承
四
年

(
一
一
八
〇
)、

正
月
の
除
目
に
よ
り
民
部
大
丞
正
六

位
上
に
敍
任
さ
れ
た
が
、
卆
家
に
加
擔
し
た
父
の
罪
科
の
免
許
を
請
う
た
め
鎌
倉

に
下
向
し
て
武
家
の
政
務
を
補
佐
し
、
幕
府
開
設
後
は
朝
廷
に
も
出
仕
、
京
都
、

鎌
倉
間
を
行
き
來
し
た
。
同
書
は
、
武
家
子
弟
に
向
け
て
、
公
家
の
教
養
を

「假

ハ 

字
」
に
據

っ
て
習
得
さ
せ
よ
う
と
構

想
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
從

っ
て
こ
の
頃

に
は

「孟
光
」
や

「荊
釵
布
裙
」
は
既
に
清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
歡
訓
と
し
て

浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
慈
光
寺
本

『
承
久
記
』
で
あ
る
が
、
作
者
は
未
詳
、
承
久
の
亂
後
間
も

な
く
書
か
れ
、
現
在
の
形
に
な

っ
た
の
は
寛
喜
二
年

(
一
≡
二
〇
)
か
ら
仁
治
元

ハ 

年

(
一
二
四
〇
)
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
の
は
、
源
頼
朝
が
、
建
久
九
年

(
=

九
八
)
に
相
模
川

橋
完
成
の
時
に
行
わ
れ
た
橋
供
養

の
歸
り
に
水
紳
に
と
り

つ
か
れ
て
病
に
臥
し
、

臨
終
の
際
に
北
條
政
子
を
孟
光
に
喩
え
た
場
面
で
あ
る
。

北
條
政
子
は
、
先
に
述
べ
た

『
新
猿
樂
記
』
に
示
さ
れ
た
妻
役
割
の
三
類
型
を

衆
ね
備
え
た
中
世
の
正
妻
の
理
想
、
典
型
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
源
頼
朝
の
正

=

一六

ハ 

妻
、
武
士
政
構
最
初
の
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
初
代
將
軍
の
糟
糠
の
妻
で
あ

っ
た
。

慈
光
寺
本

『
承
久
記
』
に
は
、
後
に
政
子
が
諸
將
を
説
得
し
幕
府
の
結
束
を
か
た

め
る
場
面
が
出
て
く
る
が
、
瀕
死
の
頼
朝
が
政
子
を
孟
光
に
喩
え
た
表
現
は
、
政

子
の
読
得

の
効
果
の
程
を
讀
者
に
印
象
づ
け
る
巧
み
な
伏
線
と
も
な

っ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
武
家
肚
會
に
於
け
る
彼
女
の
存
在
を
考
え
る
時
、
こ
の
引

用
例
は
、
日
本
の
孟
光
故
事
研
究
に
と

っ
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
本
文
に
日

く
、
建
久
九
年
戊
午
十
二
月
下
旬
ノ
比
、
相
模
川

二
橋
供
養
ノ
有
シ
時
、
聽
聞

二

詣
玉
テ
、
下
向
ノ
時
ヨ
リ
水
祚

二
領
セ
ラ
レ
テ
、
病
患
頻
二
催
シ
テ
、
牛
月

二
臥
シ
、
心
祚
疲
崛
シ
テ
、
命
今

ハ
限
ト
見
給
フ
時
、
孟
光
ヲ
病
床

二
語
テ

日
ク

「孚
月
二
沈
ミ
、
君
二
偕
老
ヲ
結
ビ
テ
後
、
多
年
ヲ
途
キ
。
今

ハ
同
穴

ノ
時

二
臨
メ
リ
」
ト
。

栃
木
高
惟
氏
、
日
下
力
氏
、
盆
田
宗
氏
、
久
保
田
準
氏
校
注

『保
元
物
語
・罕
冶

物
語
・承
久
記
』
で
は
、
「孟
光
」
を
、
「妻
北
條
政
子
を
指
す
」
と
し
、
「偕
老
」

ハ 

も

「同
穴
」
も

『
詩
經
』
に
見
え
る
語
と
だ
け
注
釋
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「偕

老
」
・
「同
穴
」
・
妻
の
比
喩
と
し
て
の

「孟
光
」
、
と
い
う
要
素
は
全
て
白
居
易
の

「鱠
内
」
詩
に
あ
る
。

更
に
言
え
ば
、
慈
光
寺
本

『
承
久
記
』
の
中
に
は

『
白
氏
文
集
』
か
ら
の
引
用

例
が
他
に
も
あ
る
。
即
ち
、
承
久
の
亂
で
公
武
交
渉

(關
東
申
次
)
に
あ
た
る
西

園
寺
公
經
・實
氏
親
子
が
關
東
に
内
通
し
て
い
る
と
の
嫌
疑
で
召
し
籠
め
ら
れ
た

時
の
描
寫

「朝

二
恩
ヲ
蒙
、
タ

ニ
死
ヲ
給
ケ
ン
唐
人
ノ
樣
也
。
」
が
、
白
居
易
の

「太
行
路
」
詩

(諷
論
詩

・
卷
三
)
の

君
不
見
、

君
見
ず
や
、

左
納
言
、

左
納
言
、

右
内
史
。

右
内
史
。



朝
承
恩
、

朝
に
恩
を
承
け
、

暮
賜
死
。

暮
に
死
を
賜
う
。

を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
擧
げ
た
栃
木
高
惟
氏
等
に
よ
る
校
注
本
で

は
、
こ
こ
の
出
典
は

『
白
民
文
集
』
と
し
て
い
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
頼
朝
の
孟

光
故
事
引
用
の
場
面
に

つ
い
て
も
、
白
居
易
の

「鱠
内
」
詩
の
影
響
を
考
慮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
孟
光
と
北
條
政
子
に
つ
い
て
は
、
既
に
萩
原
さ
か
え
氏
の

「慈
光
寺
本

『
承
久
記
』
に
お
け
る
政
子
呼
稱

に
關
す
る

一
考
察
」
が
發
表
さ
れ
て
お
り
、
そ

ハ 

の
詳
細
な
考
察
は
大
い
に
參
考
に
な

っ
た
。
同
論
文
で
は
、

「孟
光
」
と
い
う
女
性
は
、

夫
の
た
め
に
自
己
を
完
全
に
抹
殺
し
、
あ
く
ま

で
も
夫
の
た
め
に

一
途
に
獻
身
し
た
女
性
で
あ
る
。
こ
の

二

途
」
さ
こ
そ

が
、
頼
朝

の
妻
政
子
に
共
通
し
た
姿
勢
で
は
な
か

っ
た

の
か
。
妻
と
し
て
の

理
想
像
、
そ
れ
が

「孟
光
」
で
あ

っ
た
。

こ
の
姿
こ
そ
が
、
政
子
の
姿
に

重
層
化
し
て
、
慈
光
寺
本
作
者
を
し
て

「孟
光
」
と
い
わ
し
め
た
所
以
で
は

な

い
か
。

と
あ
り
、
孟
光
の
出
典
と
し
て
は
、

「孟
光
」
と
い
う
女
性
に
關
し
て
は

『
蒙
求
』
と
い
う
作
品
の
中
に
傳
記
さ

れ
て
い
る
。

と
述
べ
、
他
は

『
後
漢
書
』
梁
鴻
傳
が
引
い
て
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
萩
原
論
文
の
こ
の
記
述
に
樹
し
て

二
つ
の
疑
問
を
懷
か
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
。
ま
ず
第

一
に
、
慈
光
寺
本

『
承
久

記
』

の
作
者
が

『
蒙
求
』
に
影
響
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
『蒙
求
和
歌
』
も
わ

ざ
わ
ざ

「オ
ト

ロ
ノ
カ
ム
サ
シ
」

「
ヌ
ノ
}
裙
」
と
明
記
し
た

「荊
釵
」
や

「布

裙
」
と
い
う
言
葉
が

『
承
久
記
』
で
創
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
第

二
に
、
却

っ
て

『
蒙
求
』
本
文
や
そ
の
古
注
に
は
片
鱗
も
な
い

「偕
老
」
「同
穴
」
が
用
い
ら
れ
た

孟
光
故
事
の
變
容

の
は
な
ぜ
か
。
既
に
白
居
易
の

「鱠
内
」
詩
の
表
現
が
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
偶
然

と
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。
む
し
ろ
源
頼
朝
が
北
條
政

子
を
孟
光
に
喩
え
た
箇
所
に
直
接
的
に
影
響
し
た
出
典
は
、
言
語
的
に
比
較
し
て

も
、
慈
光
寺
本

『
承
久
記
』
に
他
に
も

『
白
氏
文
集
』
か
ら
の
出
典
が
あ
る
こ
と

を
考
え
て
も
、
「鱠
内
」
詩
と
す
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同

論
文
で
は
、

そ
の
時
代
に
お
け
る

「理
想
的
妻
」
そ
れ
が
、
孟
光
で
あ
り
、
政
子
で
あ

っ

た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
さ
に
孟
光
な
る
呼
稱
は
、
政
子
に
封

す
る
美
稱
の
代
名
詞
と
し
て
、
作
者
は
記
し
た
と
推
測
す
る
次
第
で
あ
る
。

時
代
の
要
求
に
か
な

っ
た
生
き
方
を
し
た
女
性
。

と
も
逋
べ
て
い
る
が
、
北
條
政
子
に

つ
い
て
は
、
①
源
頼
朝
と
の
結
婚
の
意
義

は
、
當
時
從
來
の
地
方
官
や
本
所
・領
家
に
頼
れ
な
い
地
方
の
農
民
か
ら
武
士
が

生
ま
れ
育

つ
中
、
家
柄
も
良
く
由
緒
正
し
い
頼
朝
が
前
代
來
の
律
令
體
系
と
繋
が

り
を
持

つ
と
同
時
に
新
し
く
興

っ
た
農
村
武
士
の
首
領
と
な
り
、
貴
族
性
と
土
豪

性
と
を
調
和
さ
せ
た
こ
と
、
②
頼
朝
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ぱ
前
者

(貴
族
性
)
の

色
彩
が
濃
く
、
ま
た
そ
れ
を
好
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
後
者

(土
豪
性
)
の
性
格
を
失
わ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
は
北
條
時
政
・政
子
の
存
在
が
あ

っ

た
こ
と
、
の
二
點
、
つ
ま
り
古
代
政
権
と
武
家
政
梅
と
を
激
突
さ
せ
な
い
た
め
の

緩
衝
地
帶
・潤
滑
油
的
役
割
を

つ
と
め
た
の
が
こ
の
北
條
と
頼
朝
の
提
携
で
あ

っ

て
、
そ
の
提
携
を
さ
ら
に
圓
滑
に
さ
せ
た

の
が
政
子
の
存
在
で
あ

っ
た
、
と
の
見

ハが
 

解
が
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
背
景
に
於
け
る
役
割
を
比
較
し
て
も
、
北
條
政
子
が

喩
え
ら
れ
た
孟
光
は
、
中
唐
期
、
貴
族
瓧
會
か
ら
官
僚
瓧
會

へ
の
移
行
期
に
や
は

り
時
代
の
潤
滑
油
的
役
割
を
果
た
し
た
白
居
易

の
妻
の
よ
う
な
唐
代
の
孟
光
像

に
、
よ
り
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
瀕
死
の
頼
朝
が
政
子
を
孟
光
に
喩
え
た
慈
光
寺
本

『
承
久

一
二
七



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
三
集

記
』
の
表
現
に
は
、
四
文
字
の
教
訓
話
を
羅
列
し
た

『
蒙
求
』
か
ら
だ
け
で
は
到

底
傳
わ
ら
な

い
夫
婦
の
絆
が
感
じ
ら
れ
る
。
『
承
久
記
』
の
作
者
が
孟
光
を
引
用

し
た
の
は
、
教
訓
的
要
素
に
夫
婦

の
情
愛
が
融
合
し
た
諷
論
詩
の

「膾
内
」
の
表

現
が
こ
の
場
面
に
最
適
だ
と
剣
斷
し
た
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
に

も
、
當
時
の
讀
書
状
況
か
ら
し
て

『
白
氏
文
集
』
に
親
し
ん
で
い
た
作
者
が
、
白

居
易
が
妻
を
孟
光
に
喩
え
た
作
品
群

か
ら
苦
樂
を
共
に
し
た
夫
婦
の
エ
ノ
セ
ン
ス

を
汲
み
取

っ
て
い
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
日
本
に
於
け
る
諷
論
詩

の
受
容
状
況
を
示
す

一
例
を
擧
げ
て
お
き
た

い
。
太
田
次
男
氏
に
據
れ
ば
、
北
家
内
麿
流
の
藤
原
氏
で
資
宗
と
い
う
人
物
が
底

本
を
所
有
し
て
い
た
と
い
う

『
文
集
抄
』
は
、
『
白
氏
文
集
』
卷

冖
、

二
と
い
う

諷
識
詩
の
本
質
が
最
も
端
的
に
表
現
さ
れ
た
詩
が
集
ま
る
卷
か
ら
集
中
的
に
抄
出

ハ 

し
て
あ
り
、
諷
論
詩

の
根
本
精
神
は
、
卒
安
時
代
の
攝
關
政
治
下
で
は
概
ね
適
宜

は
ぐ
ら
か
さ
れ
、
中
下
級
文
人
な
ど
は
縱
令
こ
れ
に
氣
付

い
て
い
た
に
し
て
も
、

多
く
は
佛
敏
な
ど
に
韜
晦
し
て
本
心
が
表
面
に
で
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
こ
と
に
稀

で
あ

っ
た
が
、
武
家
の
世
に
な
る
と
、
こ
れ
に
獨
す
る
京
都
側
で
も
覺
醒
が
起
こ

り
、
觀
念
の
上
で
あ
る
に
せ
よ
善
政
を
目
指
し
、
こ
こ
に
ま
と
も
に
諷
識
詩
が
顧

ハカ
い

み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
と
い
う
。
『
文
集
抄
』
に
は
、
「鱠
内
」
『議
婚
」
「青

塚
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
『
十
訓
抄
』
を
取
り
上
げ
る
。
成
立
は
、
自
序
に
よ
る
と
建
長
四
年

(
一
二
五
二
)
で
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
て
五
十
年
、
承
久
の
亂
を
經
て
、
よ
う
や

く
新
體
制
が
搖
る
ぎ
無
い
も
の
と
な
る
頃
に
當
た
る
。
作
者
論
は
、
六
波
羅
二
臈

左
衞
門
入
道
読
と
菅
原
爲
長
読
と

が
鉗
立
し
て
い
る
。

『
十
訓
抄
』
は
成
立
の
二
十
年
後
に
は
す
で
に
、
京
都

の
傳
統
的
な
文
藝
の
感

化
を
受
け
た
鎌
倉
武
士
の
愛
讀
書
と
な
る
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
同
書
の
説

く
處
世
的
激
訓
内
容
と
、
北
條
重
時

の
家
訓
と
い

っ
た
當
時
の
武
家
家
訓
と
の
間

一
二

八

に
あ
い
通
ず
る
所
が
存
在
し
た
こ
と
や
京
都
の
王
朝
文
化
の
鎌
倉

へ
の
浸
潤
が
年

を
迫
う
ご
と
に
顯
著
に
な
る
動
向
の
中
、
『
十
訓
抄
』
が
そ
の
保
有
す
る
王
朝
貴

族
的
知
識
・教
養

の
啓
蒙
的
性
格
の
た
め
に
、
手
頃
な
王
朝
文
化
入
門
書
と
し
て

ゐ 

評
價
さ
れ
た
か
ら
、
と
い
う
。
第
五

「可
撰
朋
友
事
」
七
本
文
に
日
く
、

そ
も
そ
も
、
妹
背
の
な
か
ら
ひ
は
、
偕
老
同
穴
の
ゆ
ゑ
有
り
て
、
た
だ
う
ち

あ
る
友
に
は
な
ず
ら

へ
が
た
け
れ
ば
、
妻
を
求
む
る
に
は
、
上
臈
は
品
を
も

え
ら
ぶ
べ
し
。

つ
ぎ
ざ
ま
に
は
、
見
目
・品
を
さ
き
と
す
べ
か
ら
ず
、
心
を

え
ら
ぶ
べ
き
な
り
。
も
ろ
こ
し
の
梁
伯
鸞
が
妻
孟
光
は
、
形
き
は
め
て
醜
か

り
け
れ
ど
も
、
夫
に
仕

へ
隨
ふ
道
、

二
心
な
か
り
け
り
。
夫
、
世
を
遁
れ

て
、
覇
陵
山
に
入
り
け
る
時
、
と
も
に

つ
き
隨
ひ
て
、
家
の
貧
し
き
を
も
あ

な
づ
ら
ず
、
齊
眉
の
禮
ま
で
も
ね
む
ご
ろ
な
る
に
よ

っ
て
、
夫
、
志
深
か
り

け
り
。
ま
こ
と
に
そ
の
姿
西
施
、
南
威
を
う

つ
せ
り
と
も
、
夫
を
輕
し
め
、

外
心
あ
ら
ん
は
、
か

へ
り
て
あ
た
と
な
る
べ
し
。
何
の
盆
か
あ
ら
ん
。
秦
中

吟
い
は
く
、

富
家
女
易
嫁
、
嫁
早
輕
其
夫
、

貧
家
女
難
嫁
、
嫁
晩
孝
於
姑
。

な
ど
あ
れ
ば
、

い
み
じ
く
便
り
あ
り
て
も
、
夫
の
た
め
な
ほ
ざ
り
な
ら
ん

女
、
よ
し
な
く
こ
そ
。

こ
こ
に
は
、
「偕
老
同
穴
」
と
清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
精
紳
が
織
り
込
ま
れ
て

ハ
 

い
る
だ
け
で
な
く
、
孟
光
の
行
跡
に

「議
婚
」
詩
の
戒
め
を
直
接
繋
げ
て
い
る
。

自
序
に
は
、
「今
何
と
な
く
、
き
Σ
見
る
と
こ
ろ
の
今
昔
の
物
語
を
た
ね
と
し
て
」

と
あ
る
の
で
、
孟
光
故
事
が
白
居
易
の
諷
論
詩
と
相
ま

っ
て
、
既
に
理
想
の
妻
・

ま
 

数
訓
と
し
て
普
遍
的
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
證
明
さ
れ
よ
う
。



ま
と
め

孟
光
故
事
の
引
用
を
比
較
・分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
國
と
日
本
で
、
以

下
の
よ
う
な
類
似
現
象
が
生
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
孟
光
故
事
が
變
容
し
て
い
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

中
唐
期
と
鎌
倉
期
に
は
、
兩
國
で
家
を
單
位
と
し
た
妻

の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ

ア

ン
プ
さ
れ
、
理
想
的
妻
像
が
形
成
さ
れ
た
。
中
國
で
は
、
孟
光
を
題
材
と
し
た

女
子
數
育
が
行
わ
れ
る
中
、
士
大
夫
も
詩
歌
に
妻
を
描
く
こ
と
を
躊
躇
し
な
く
な

り
、
白
居
易
の
作
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
孟
光
故
事
は
、
仕
途
を
歩
む
夫
の

精
紳
的
支
柱
た
り
得
る
妻
、
い
わ
ば
唐
代
の
新
し
い
タ
イ
プ

の
孟
光
像
と
な

っ
て

詠
出
さ
れ
た
。

一
方
、
日
本
で
は
、
鎌
倉
期
に

『
蒙
求
』
と

『
白
氏
文
集
』、
就

中
、
諷
論
詩
を
通
じ
て
、
教
訓
と
夫
婦
の
情
愛
が
融
合
し
た
孟
光
故
事
が
受
容
さ

れ
、
北
條
政
子
の
比
喩
と
し
て
引

用
さ
れ
る
な
ど
武
家
肚
會
の
理
想
の
妻
像
と
な

り
、
清
貧
に
甘
ん
じ
夫
を
敬
う
歡

訓
歡
材
と
し
て
も
定
着
し
た
。
孟
光
故
事
の
こ

う
し
た
現
象
は
、
平
安
時
代
は
ま
と
も
に
受
け
止
め
ら
れ
な
か

っ
た
諷
鍮
詩
の
根

本
精
神
が
、
武
家
の
世
に
強
く
意
識
さ
れ
顧
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
具
體
的

一

例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
本
稿
に
引

用
し
た
白
居
易

の
詩
と
卷
數
は

『
白
氏
文
集
』
(
四
部
叢
刊
初
編
集
部
)、
作

品

の
創
作
時
期

は
朱
金
城
氏
署

『
白
居
易
集
箋
校
』

(上

海
古
籍

出
版
瓧
)
に
撮
り
、
岡

村
繁
氏
著

『
白
氏
文
集
』

卷
三
、

四

(明
治
書
院

出
版
)

を
參
考
と

し
た
。

そ

の
他

の

詩
は

『
全
唐
詩
』

(中
華
書
局
)
に
據

っ
た
。

日
本
文
學
關
係

の
引
用

は
、
小
林
保
治
氏

著

『
唐
物

語
全
釋
』
、
『
績
群
書
類
從
』
(『
蒙
求
和
歌
』
)
、
栃

木
高

惟
氏
、

日
下
力
氏
、
盆

田
宗

氏
、

久

保

田
準

氏
校
注

『
保

元
物
語

・
李
治
物

語

・
承
久

記
』
、

淺
見
和
彦

氏
校

注

・
譯

『
十
訓
抄
』

に
據

っ
た
。
ま
た
、

北
京
大

學
中
文
系
李
鐸

氏

「
全
唐

詩
電
子
檢

孟

光

故

事

の

變

容

索
系

統
」
ぴ
ξ

ミ
9
5
窃
o

冥

ロ

o
ユ
ロ

8
冷
堕
占
5
濤
5
αq
さ
H鬯
唄

o
蓉
、

東
呉

中
文
研

究

院
陳
郁

夫
氏

「寒
泉
」
葺

"

ミ
留
O
ゆ
O
一刈
O
H
O
琶

罸

羃
日
、
臺

灣
中
央

研
究

院

「漢
籍
電
子
文
獻
」
7
暑

妻

耄

。。巨

8

ゆ
α
ロ

舞

ヨ
。。占

一曇

・・
逼

の
各
デ

ー
タ
ー

へ
ー

ス
も
利
用
し
た
。

(
1
)

拙
著

『
晩
唐
詩
人
考
i

李
商
隱

・
温
庭
鏑

・
杜
牧

の
比
較
と
考
察
ー
』
所

收
附

論

「唐
代

の
新
孟
光
考
」

(中
國
書
店

一
九
九

八
年
出
版
)

(2
)

太

田
次
男
氏
著

『
舊
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文

の
研
究
』
中
卷

(
勉
誠

出
版

一
九
九
七
年

出
版
)

「
白
氏
文

集
選
抄
本
諸

本

(3
)

國
立
國
會

圖
書
館

藏

『
文
集
抄
』
」
第

二
〇
七
頁
～

二
二
〇
頁
。
ま
た
、
近
藤
春
雄
氏
著

『
白
氏
文
集
と
國

文
學

新
樂
府

・
秦
中
吟

の
研
究
』

(
明
治
書

院

一
九
九
〇
年
出
版
)
に
も

「
譌
識

詩

の
精
榊
が
反
省
さ
れ
、
彊
く
意

識
さ

れ
て
來
た

の
は
、
鎌
倉

以
後
」
と
あ

る
。
第

二
五
頁

(3
)

下
見
隆

雄
氏
著

『
儒
歡
瓧
會
と
母
性

母
性
の
威
力
の
觀
點
で
み
る
漢
魏
晉
中
國
女

性
史
』
(研
文
出
版

一
九
九
四
年
版
)
「後
漢
時
代

に
お
け
る
隱
逸
者

の
妻

の
意
味
す

る
も

の
」
第

=

ハ
三
～

一
六

四
頁
。
梁

鴻
と
孟
光
に

つ
い
て
は
、

西
晉
皇
甫

謐
著

『
列

女
傳
』

に
も
傳

記
が
あ

り
、

逸
文

「
梁
鴻
之
妻
孟
光
醜
黒

而
肥
力
能
擧

石
臼
」

(『
重
校
説
郛
』
弓

五
八
)
が
殘

っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
古
列

女
傳
』
卷

八

『
績
列
女

傳
』

「梁
鴻
妻
」
、

衰
宏
著

『
後
漢

紀
』

第
十

一
、
『
東

觀
漢

記
』
に
も

記
述

が
あ
る

他
、
『
太

卒
御
覽
』
卷

七

一
八
引
に

は

「『
列
女
傳
』

「荊
釵
布
裙
ヒ

と
あ

る

(下

見
氏
同
書
第

一
六

一
～

一
六

二
參
照
)。

(
4
)

陳

顧
遠
氏
著

『
中
國
婚

姻
史
』

(
上
海
文
藝
出
版

瓧

一
九

八
七
年

出
版
)

に
は

「
一
爲
關
於
男

子
方

面
重
婚
罪
之
制
定
唐

律
戸
婚

『
諸
有
妻
更

娶
妻

者
,
徒

一
年
,

女
家
減

一
等
,
若
欺
妄

而
娶

者
,

徒

】
年
孚
,

女
家
不
坐
,
各
離

之
。
』

疏
議
謂
依

禮
,

日
見
於
甲
,
月

見
於
庚
,
象
夫

婦
之
儀
,

一
與
之
齊
,

中
饋
斯
重
,

故
更
娶

者
,
合
徒

一
年
。
」

(第

五

二
頁
)

と
あ
り
、
蘇

依
氏
、
魏
林
氏
著

『
中

國
婚
姻
史
』

(文
津
出
版
)
に
は

「秦
漢
時
代

形
成

一
夫

一
妻

(多
妾
)
的
婚
姻
結
構

模
式
,
在

魏
晉

以
後
曾
不
像
原

先
那
樣
有
約
束

力
。

進

入
統

一
的
和

卒
時
期
後
,
唐

中
央
政

一
二
九



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
三
集

府
以
法
律

手
段
重
申
正
統
規
範
。
」

(第

一
八
九
頁
)
と
あ
る
。
ま
た
、

雷
良

波
氏
、

陳
陽
鳳
氏
、
熊
賢

軍
氏
著

『
中
國
女
子
歡
史
』

(武

漢
出
版
肚

一
九
九

三
年
出
版
)

に
は

「隋
唐

是
中
國
封
建

耻
會
繁
榮

昌
盛

時
期
。

這
箇
時
期

國
勢
強
盛
,
學

藝
昌

明

文
明
開

放
,

在
政
治
、
經
濟
、
文
化
、
歡
育
諸
方
面
,
均
取
得

了
巨
大
成
就
,

生
産
的
發
展
,
經

濟
的
繁
,

政
治
的
清
明
,
國
家

的
統

一
,
以

及
較
長
時
期

的
穩

定
,
使
整
箇

瓧
會
民
心
振
奮
,
精
禪
昂
揚
,
婦
女
教
育
問
題
引
起

全
肚
會

的
關
注
。

因
之
,
女
子
激
育

理
論
較
前

有
較
大
發
展

女

子
在

肚
會
中
的

地
位
也
有

回
昇
。
」

と
あ
る
。

第
七

二
頁

(5
)

趙

翼
著

『
二
十

二
史
箚

記
』
に
は

「
五
代
修
唐
書
、

雖
史
籍
己
散
失
。

然
代
宗

以
前
尚
有

紀
傅
。
」
と
あ
り
、
皇
帝

の
實
録
を
基
に
し
た

『
舊
唐
書
』

に
は
唐
王
朝

の
影
響

が
色
濃
く
反
映

し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

山
崎

正
博

氏
著

「『
舊

唐
書
』

の

「列
女

傳
」
と

『
宋
史
』
の

『
列
女
傅
ヒ

(『
宮
崎

大
學
歡
育

學
部
紀
要
』

第

二
九
)
に

は

「
王
朝

の
滅

亡
後
、
原
則

的
に
次
代

の
王
朝

に
よ

っ
て
編

纂
さ
れ

る

『
正
史
』

は
、

滅
亡
し
た

王
朝
の
記
録

の

一
部
で
あ
る
と

同
時
に
、
編
纂

に
當

た

っ
た
王
朝

の
新

し

い
支

配
論
理

の
形
成

に
參
考

と
さ
れ

る
も

の
、
と

い
う

二
重

の
性
格
を
も

つ
も

の
で
あ

り
、

特
に
各
篇

の

「
序
文
」

に
盛
ら
れ
た
思

想
や

方
針

は
、

そ

の
う
ち

の
後
者

の
性
格
を
理
解
す

る
鍵
と
し
て
、

決
し
て
見
逃
さ

れ
て
は

な

ら
な

い
も

の
で
あ
る
。
」
と
も
あ
り
、
孟
光
顯
彰

の
傾
向

は
唐
朝
を

經
て

五
代
ま

で
傳
え
ら
れ
た
と

考
え
ら

れ
る
。

付
け

加
え
る
と
、

先
に
擧
げ

た

『
晉
書
』

も
編

纂

は
唐
代
太
宗

の
頃
な

の
で
、

同
書

「列

女
傳
」

は
晉
代

の
記
録
を
傳
え

る
も

の

で
あ
る
と
と
も

に
、

唐

の
朝
廷
が
孟
光
を

模
範
的
女
性
像

と
認
識

し
て
い
た
資
料

と
も

い
え
よ
う
。

但

し
、
『
晉
書
』

「
列
女

傳
」
に
は
前
述

し
た
よ
う

に
當

時

の
具

體
例
が

明
記
さ

れ

て
い
る

の
に
、
『
舊
唐

書
』

に
は
、
後
逋
す

る
よ

う
に
具
體
例
は

な
く
、
序

文
と
各
傳

の
聞

に
懸
隔

を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(6
)

こ
れ

は
當
時

の
風
潮
と
し

て
、
傳
奇
小
説
に
も

描
か
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
『
枕

中
記
』

(『
文
苑

英
華
』
卷

八
三

三
)

に
は
書
生
が
夢

の
中
で
出
世
を

し
て

い
く
第

一
段
階

と
し
て

「數
月
、
娶
清
何
崔
氏

女
。
女
容
甚
麗
、
生
資
愈
厚
。
生
大
悦
。
由

=
二
〇

是
衣
裝
服

馭
、

日
盆
鮮
盛
。
」
と
、
書
生

の
五
人

の
息

子
の
婚
姻
も

「其
姻
媾
皆
天

下
望

族
。
」
と
あ

る
。

『
雹
小
玉
傳
』

(『
太

卒
廣

記
』
卷

四
八
七
)

に
は
李
盆

の
母

溝
進

め
て
い
た
婚
姻
が

「盧
亦
甲
族
也
。
」
と

い
う
家
柄

の
娘

で
あ

り
、
や
が

て
復

讐
を
す

る
小
玉
も
李
盆

の
婚
姻
に

つ
い
て
は
、

當
初

「
以
君
才
地
名
、

人
多
景
慕
、

願
結

婚
媾
、

固
亦
衆
矣
。

君
之
此
去
、

必
就

佳
姻
。
」

と
い

っ
て

い
る
。

『
李
娃

傅
』

(『
太

卒
廣

記
』
卷

四
八

四
)

で
も
李
娃

が
直
言
極
諌
科

の
試
驗
に
合
格
し

て

赴

任
す
る

こ
と
に
な

っ
た
若
者
に

「君
當
結
媛

鼎
、
以
奉
蒸
嘗
。

中
外
婚
媾
、
無

自
黷

也
。
」
と

い

っ
て
い
る
。

(7
)

中
原
健

二
氏
著

「
詩
人
と
妻
-
中
唐
士
大
夫
意

識

の

一
斷

面
」
(『
中
國
文
學
報
』

第

四
七
)

(8
)

準
岡

武
夫
氏
著

『
白
居
易
ー

生
涯
と
歳

時
記
1
』

(朋
友
書
店

一
九
九
八
年

出

版
)
第

二
部

「白
居
易

の
家
族
」

に

「
白
氏
は
寒
族

で
あ
る
。

楊
氏
は
と

に
も

か

く
に
も

大
族

で
あ

る
。
」
第

一
五
七
頁
、

「
白
居
易

は
楊
氏

の
女
を
娶

っ
て
、

名
族

と

姻
戚
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
」
と
あ

る
。

第

一
七
〇
頁

(9
)

中
晩
唐

期
に
孟
光
を
妻
に
喩
え
た
例

は
、
元
積

「望
驛
臺
」、
構
徳
輿

「
祇
役
江

西
、

路
上
以
詩
代
書
寄
内
」

「中
書
夜
直

寄
贈
」

「中
書
途
勅
賜
齋
饌
戯
酬
」、
竄

羣

「
初

入
諌
司
喜
家
室

至
」
、
李
紳

「趨
翰
苑
遭
誣
搆

四
十
六
韻
」
、
皮

日
休

「臨
頓
宅

將
有
歸

于
之

日
魯
望

以
詩
見
既
因
抒

懷
酬
之
」
、

徐
蚤

「人
事
」

「
緑
鬢
」
、

劉
兼

「
江
樓
望
箔
寄
内
」

「偶
聞
官
吏
舉
請
輒
有

一
篇
寄
從
弟
舎
人
」
、
楊
堅
志

「邊
妻
」
、

何
北
士
人

「代
妻
答
詩
」
、
李
商
隱

「重
祭
外
舅
司
徒

公
文
」
な
ど
が
あ

る
。

(10
)

唐
詩
に
引

用
さ

れ
た
列
女
に
は
、

他
に
、
貧
賤

に
甘
ん
じ
た
と

い
う
黔
婁

の
妻

(元
穉

「遣
悲
懐

三
首
」
其

一
、
白
居
易

「鱠
内
」
、

「贍
内
子
』、

「寒
食

日
寄
楊
東

川
」
、
曹
鄰

「
不
可
見
」
な
と
に
引
用
さ

れ

て
い
る
)

・
鮑
宣

の
妻
少
君

(皮

日
休

「臨
頓
宅
將
有
歸

于
之
日
魯
望
以
詩
見
既
因
抒
懷
酬
之

」)
、
隱
者
夫
を
支
え
た
冀
缺

の
妻

(白
居

易

「
鱠
内
」)
・
老
葉

の
妻

(王
績

「
山
中
敍
志
」
、
皇
甫
冉

「贈
鄭
山

人
」
、

白
居
易

「鱠
内
」
、

「秋
晩
」)

・
陶
潛

の
妻
鼇

氏

(白
居
易

「鱠
内
」
)
が
あ

る
。

(范
之
麟
氏
、

呉
庚
舜
氏
主
編

『
全
唐
詩
典
故
辭
典
』
湖
北
辭
書
出
版
瓧

一
九



八
九
年
出
版

參
照
)

(11
)

川
合
康

三
氏
著

『
終
南
山

の
變
容

中
唐
文
學
論
集
』
所
收

「
白
居
易
閑
適
詩
攷
」

(研
文

出
版

一
九
九
九
年
出
版
)
第

四

=
二
、

三
七
七
頁

(12
)

姜
若
氷
氏
著

「
鱠
内
詩

の
流
れ
と
元
稘
」

(『
中

國
文
學
報
』
第

五
九
册
)

(13
)

吉

川
忠
夫
氏
著

「
白
居
易
に
お
け
る
仕
と
隱
」

(『
白
居
易
研
究
講
座
第

一
卷

白
居
易

の
文

學
と
人
生

1
』

勉
誠
肚

一
九

九
七
年
出
版
所

收
)
第

二
〇
六

頁
～

二

二
二
頁

(14
)

こ
の
場
面

の

「議
婚
」
は
、
パ

ロ
テ

ィ

(い
か
に
女
と
別
れ

る
か
と

い
う
話
)
と

し

て
の
話
を

形
成
す

る
た
め
に
露
骨
に
持
ち
出
さ
れ
た
、
と

い
う
。

(藤
井
貞
和
氏

著

『
白
居
易
研

究
講
座
第
四
卷

日
本
に
お
け
る
受
容

(散
文
扁
)
』
所
收

「源
氏

物
語
を
中

心
に
」)

第
十
五
～
十
六
頁

(15
)

工
藤
重
矩
氏
著

『
卒
安
朝

の
結
婚
制
度
と
文
學
』
(風
間
書
房

一
九
九

八
年
出
版
)

第

亠ハ
、

六
七
、

一
九

二
頁

(16
)

近
藤

春
雄
氏

の
読

は
注
2
同
書
、

第

二
〇
～

二
三
頁
。

小
林
保
治
氏
編
著

『
唐

物
語
全

釋
』

(笠
間
書
院

一
九
九
八
年
出
版
)

で
は
、

こ
の
孟
光

の
話
は
、

孟
光
の

容
貌
自
體
が

問
題
と
さ
れ
、
内

面

(心
)

の
外
面

(容

姿
)

に
對
す
る
優
位

性
を

説
く
歡
訓
的
な
話
と
な

っ
て
い
る
、
と

い
う
。
ま
た
、
『
唐
物
語
』

本
文
中
の

「
齊

眉

の
禮
」
に

つ
い
て
、

小
林
氏

注
に
は
、

安
居
院

の
唱
道

書

で
あ

る

『
言
泉

集
』

(三

二
)
に

「齊

眉
注
蒙
求
云
列
女
傳

孟
光
梁
鴻
之
妻
毎
進
食
常
擧
齊
眉
」
と
あ
り
、

『
蒙
求
』
注

の
世
界
を

通
し
て
こ
の
言
葉

が
定
着
し
て

い
た
樣
子
を
窺
わ
せ

『
蒙
求

和
歌
』
に
も
繋
が
る
も

の
と

い
え
る
こ
と
、
更

に
、
『
言
泉

集
』
(一一=

)

「亡
夫
帖
」

に
收
め
ら
れ
た

「
徳
大
寺
左
府
子
息
中

將
周
忌
作
善

」
と
題
さ
れ
た

文
か
ら

の
拔

き

書
き
に

「青

眉
之
禮
始
識

同
心
之

交
新
至

琴
瑟
之
詞
无
違

鴛
鴦

之
眠

不

驚

期
偕
老

於
千
秋
之
初

契

同
穴
於
萬
歳
之
後

」
と
あ
る

の
は
、

そ

の
具
體
例

と
し
て
注

目
で
き
る

こ
と
、
な
ど

を
述
べ

て
い
る
。

し
か

し
、
『
言
泉

集
』

(畑
中

榮
編
東
大
寺
北
林
院
本
古
典
文
庫
)
』

「亡
夫
帖
」

に
は
、
『
白
氏
文
集
』
か
ら
引

用

し
た

「
比
翼

連
理
文
集
長
恨

歌

日
七
月
七

日
今

長
」、

「燕

子
樓
」

の
記
述
が
あ

る

孟

光

故

事

の

變

容

こ
と
、

『
言
泉
集
』

に
あ

る
鴛
鴦

・
偕
老

・
同
穴

の
言
葉
は

『
蒙
求
』
本
文
や
古
注

に
も
無
く
、
『
白
氏
文

集
』

に
は
あ

る
こ
と

な
と
か
ら
、
『
白
氏
文

集
』

の
存
在
も

考
慮
す

べ
き
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。

(
17
)

脇
田
暗

子
氏
著

『
中
世

に
生
き

る
女
た
ち
』
(岩
波
新
書

一
九
九

五
年
出
版
)
第

二
～
九
頁
、

二
四
～

二
五
頁

(
18
)

脇

田
晴
子
氏
著

『
日
本
中
世
の
女
性
』
(吉
川
弘
文
館

一
九

八
七
年
出
版
)
第
十

八
～

二
〇
頁

〔19
)

『
蒙
求
』
が

日
本

に
渡

來
し
た

の
は
早
く

は
奈
良
朝
か
ら

遅
く

と
も

弘
仁

年
間

(
八

一
〇
～
八

二
三
)
。
白
居
易

の
詩
は
承
和
年
間

(
八
三
四
～
八

四
七
)

前
後
に

渡
來
、
『
日
本
國
見
在
書
目
録
』
に
據
る
と

『
白
氏
文
集
』

七
十
卷

本
が
流
布
し
て

い
た
。

(20
)

柳
瀬
喜
代
志
氏
著

『
日
中
古
典
文
學
論
考
』

(汲
古
書
院

一
九
九
九
年
出
版
)
第

五
〇
九
～

五

一
一
頁
。

(21
)

注
20
に
同
じ
。

第
五
〇
五
～
五
〇
亠ハ
頁

(22
)

北
川
忠
彦
氏
編

『
軍
記
物

の
系
譜
』

(世
界
思
想
瓧

一
九
八
五
年
出
版
)
第

一
一

四
頁

(23
)

注
18
に
同
じ
。

第
七

二
頁

(24
)

『
保

元
物
語

・
卆
治
物
語

・
承
久

記
』

(岩
波
書
店

一
九
九

二
年
出
版
)
第

三
〇

三
頁

(25
)

『
駒
澤
國
文
』
第

四
三
號

(26
)

渡
邊
保
氏
著

『
北
條

政
子
』

(吉
川
弘
文
館

一
九
九

七
年
出
版
)
第

二
四
～

二
五

頁

(27
)

注
2
に
同
し
。

(28
)

注

27
に
同
じ
。
ま
た
、
抄
出
者

に
擬
せ
ら
れ
る

べ
き
資
格
を
持

つ
者
に
は
、
後

三
條

天
皇

(
一
〇

三
四
～

一
〇
七

三
)
・
白
何
天
皇

(
一
〇
五
三
～

=

二
九
)
時

に
侍

讀
奉
仕

の
實
績
が
あ
る
實
政
、
高
倉

天
皇

(
一
=

ハ
一
～

=

入

こ

.
後
鳥

羽
天
皇

(
一
一
八
〇
～

一
二
三
九
)
時

に
侍
讀
奉
仕

の
實
績
が
あ

る
兼
光
、
鳥

羽

=
二
一



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
三
集

一
三

二

天
皇

(
一
一
〇

三
～

一
一
五
六
)
・
崇
徳

天
皇

(
一
一
一
九
～

一
=

ハ
四
)
時
に
侍

讀
奉
仕

の
實
績
が
あ

る
實
光
、

が
考
え
ら
れ
る
、

と

い
う
。

(29
)

幅
島
爾
氏
著

「『
十
訓
抄
』
i

作
品
研
究

の
た
め

の
瀬
ふ
み
ー
」
(本
多
義
憲
氏
、

池
上
洵

一
氏
、
小
峯
和

明
氏
、
森

正
人
氏
、

阿
部
泰
郎

氏
編
集

『
詭
話

の
世
界
I

i
中
世
1

』
所
收

(
勉
誠

瓧

一
九
九
三
年
出
版
)

第
三
八
六
頁

(30
)

池
田
利
夫
氏
著

『
日
中
比
較
文
學

の
基
礎
研
究
』
第
九
章

「翻
譯
説
話

の
役
割
」

(笠
間
書

院

↓
九

八
八
年
出
版
)

で
は
、

「十
訓
抄

に
蒙

求
だ
ね

の
話
が
少
な

い
わ

け

で
は
な

い
。
」
、

「
孟
光
荊
釵
』、

『
梁
鴻
五
憶
」
が
あ
る
。
」

(第

三
八
八
頁
)
と
あ

り
、
淺
見
和
彦
氏
校

注

・
譯

『
十
訓
抄
』

(小
學
館

一
九
九
七
年
出
版
)

で
は

「偕

老

同
穴
」

の
出
典

は
な

く
、

「
唐

の
梁
伯
鸞
が
妻

孟
光
」

の
出

典
は

『
後

漢
書
』
、

「齊
眉

の
禮
」

の
出
典
は

『
蒙
求
和
歌
』
、

「秦
中
吟
」

の
出
典
は

『
白
氏
文

集
』
と

し
て
あ

る
。
第

一
九

二
～

一
九

三
頁

(31
)

貧
賤

に
耐
え

た
女
性
と

し
て
は
、

他
に
、

卓
文
君
が

『
唐

物
語
』
『
蒙
求

和
歌
』

『
十
抄

訓
』
に
引

か
れ
、
『
蒙
求

和
歌
』
は

「貧

シ
キ

コ
ト
ヲ
愁

ヘ
ズ

、

二
心
ナ

カ

リ

ケ
リ
」
と

清
貧

の
精
碑
が

強
調
さ
れ
孟
光
故
事
引

用
例
と
連
動
し
て

い
る
。


